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１ 自費解体におけるボトルネックの改善について 

 (1) 自費解体の重要な留意点を建物所有者にご理解いただくため、

各市町において説明会を開催すべきと考えるがどうか。 

 (2) 建物所有者と解体事業者をマッチングする仕組みをつくるべき

と考えるがどうか。 

 (3) 家財の一時保管サービスを提供する事業者数や一時保管のスペ

ース、量の確保について十分な体制となっているのか。  

(4) 自費解体に関するトラブルに対応する相談窓口の設置が必要と

考えるが、所見を聞く。 

 

２ 広域避難高齢者等の帰還について 

 (1) 定員を超過して高齢者を受け入れている施設もあるが、震災後

８カ月を経過した現状をどのように捉えているのか。 

 (2) 使われていない公共施設等を含め、空き施設を改修して適切な

サービスを提供できるようにすべきではないか。 

 (3) 家族の状況や自宅の損壊状況に関わらず、介護を必要とする方

の事情に応じた十分な対応をすべきと考えるが、所見を聞く。 

 

３ 営業再開支援補助金の活用について 

 (1) コールセンターへの問合せ内容、申請件数を含め、早期の事業

再開に向けた事業者の考え、想いをどのように捉えているのか。  

 (2) 制度を活用することなく廃業を視野に入れている事業者にプッ

シュ型でアプローチし、活用を促していくべきではないか。 

(3) 申請期間を令和７年に延長すべきと考えるがどうか。 

 

４ 住宅の応急修理と恒久的な住まいの確保について 

 (1) 被災者データベースを活用し、重点的に準半壊の認定を受けた

被災者に対し情報提供することで、応急修理を促進していくべき

と考えるがどうか。 

 (2) 応急修理の進捗に関する計画表を作成して進めていくべきと考

えるが、所見を聞く。 
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 (3) 今後想定される修理、建替等の工事全体のボリュームに対し、

工事業者が不足する状況にならないのか、迅速な対応が可能かど

うか、どのように捉えているのか。 

 (4) 被災住宅への現地派遣相談に対応する専門家の人員は十分なの

か。 

 

５ 修学旅行の探究的な震災学習プログラムの検討について 

 (1) 震災学習プログラムの候補地と内容について具体的なイメージ

を聞く。 

 (2) 交流も含め、同世代の学生ガイドにプログラムに協力いただく

ことも意義あることと考えるが、所見を聞く。 

 (3) 能登の修学旅行では、里山里海の自然体験に加え、単なる見学

ではない、復興プロセスを含めた探究的な震災学習プログラムを

検討すべきと考えるが、所見を聞く。 

 

６ 食文化イベントの展開について 

(1) クラフード２０２４で開催されるイベントの核の一つである

「食を彩る工芸」展のねらいを聞く。 

 (2) 加賀料理の無形文化財登録に向けた実態調査は、「食を彩る工

芸」展の展示内容にどのように生かされているのか。 

 (3) クラフード２０２５を来年度以降も継続して開催していくべき

と考えるが、所見を聞く。 
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